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兵庫県を流れる加古川左岸に位置する国包（くにかね）で堤防の強化⼯事が始まる 
 
台⾵ 19 号（10 ⽉ 12 ⽇〜13 ⽇）による関東甲信越および東北の河川の氾濫は実に⼤⽊に及
んだ。 
 
堤防決壊、37 河川 51 カ所に 国交省、調査で増加 
10/14(⽉) 17:10 配信共同通信 
 国⼟交通省は 14 ⽇、台⾵ 19 号による猛烈な⾬の影響で決壊した堤防が同⽇午前 9 時現
在で、7 県の 37 河川 51 カ所に上ると明らかにした。これまで 6 県の 21 河川 24 カ所と説
明していたが、その後の調査で増加。福島県内の阿武隈川⽔系の河川や、新潟県内の⼋代川
などで決壊を新たに確認した。 
 
台⾵等の集中豪⾬により、加古川も常に反乱の危険をはらむ。越流による洪⽔でも市⺠⽣活
に⼤きな混乱をもたらすが、これが堤防決壊となるとその被害の⼤きさは計り知れないも
のとなる。堤防の決壊する⼀つの原因は、堤防内にしみ込んだ⽔が堤防基⾯を侵⾷して堤防
に⽔が通る⼩⽳を穿け、それが広がって堤防決壊に⾄るものである。 
 
今回の国包堤防における⼯事はこの被害を防ぐことにある。 
10 ⽉半ばからいよいよこの⼯事に⼊るとのことで、その範囲と⽇程、そして⼯事内容を⽰
した。 
 
さらに、この⼯事の位置づけを近畿地⽅整備局のホームページより引⽤した。そして最後に、
今回の台⾵ 19 号の⽔害被害を伝える神⼾新聞の記事を⽰した。この記事の中に、洪⽔の起
こるメカニズムが記されている。 
 
 



 
 



 



 
 
 
加古川直轄河川改修事業【再評価】No.５−１ 
近畿地⽅整備局 事業評価監視委員会 平成２９年度第３回 平成 29 年 10 ⽉ 
近畿地⽅整備局 
https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/ippan/zigyohyoka/ol9a8v000000d1km-att/no-5.pdf 
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